（別紙）
太田産業㈱から収去した肥料の検査結果
	収去日
	肥料の

種　類
	検体

番号
	肥料の名称

（原料名）
	製造

年月
	ﾒﾀﾐﾄﾞﾎｽの検出
(注１)
	米の混入
の有無
(注２)

	平成20年9月12日

(県の緊急調査)
	普通肥料
	No.1
	9.6魚かす粉末
(魚かす)
	H20.9
	検出されず
	認められず

	
	特殊肥料
	No.2
	カルメイト

(牡蠣の貝殻)
	H20.8
	検出されず
	認められず

	
	
	No.3
	海藻ミール

(あおさ)
	H20.9
	検出されず
	認められず

	
	
	No.4
	輸入農産物圧扁粉末
(大豆)
	H20.7
	検出されず
	認められず

	
	
	No.5
	大豆圧ぺん肥料

(大豆)
	H20.8
	検出されず
	認められず

	
	
	No.6
	ニームネイチャ

(ニーム(木の実)油かす）
	H18.6
	検出されず
	認められず

	
	指定配合肥料
	No.7
	イフペレ６

(魚粉、肉骨粉、植物油かす)
	H20.5
	検出されず
	認められず

	平成20年9月5日

(県の定期検査)
	指定配合肥料
	No.8
	イフペレ６

(魚粉、肉骨粉、植物油かす)
	H20.5
	検出されず
	認められず


　（注１）メタミドホスの検査は、ガスクロマトグラフで測定。
（注２）米の混入の検査は、肥料を細かく分別し実体顕微鏡による目視で、米の混入を判別

実体顕微鏡：比較的低倍率（２～３０倍程度）で、観察対象を薄切標本などにせず、そのままの状態で観察するための顕微鏡
　（注３）県の定期検査は肥料取締法第３０条第１項に基づき、普通肥料の生産業者に対し、３年に１回程度の割合で実施している。主な検査項目は帳簿記帳の確認、表示内容の確認、肥料の分析（窒素、りん酸、加里の割合）である。
